
２
年
生
全
員
が
市
役
所
の
職
員
と
し
て

地
域
の
課
題
を
発
見
し
、実
現
可
能
な

解
決
策
を
提
案
す
る「
市
役
所
プ
ラ
ン
」

富
士
市
立
高
校
（
静
岡
・
富
士
市
立
）

case 1

取
り
組
み
始
め
た

高
校
の
実
践
事
例

富士市役所

地域との連携方法

富
士
市
教
育
委
員
会　

富
士
市
立
高
等
学
校
教
育
推
進
室

富
士
市
立
高
校 

企
画
研
究
課

自分たちが行ってみたい調査対象に直接アプローチ

講
演
や
調
査
な
ど

の
協
力
要
請

連
携
先
の
紹
介

連
携
先
の
要
望

授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
協
力

「市役所プラン」を
始め、さまざまな協力

「市役所プラン」
などへの協力要請

大
学
、小
中
学
校
、企
業
、

地
域
の
諸
団
体
な
ど
の
協
力
者

生徒

※
現
在
も
探
究
授
業
な
ど
の
推
進
支
援
と
し
て
学
校
に
席
を
置
き
、

連
携
先
の
開
拓
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

※
究
タ
イ
ム
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
・

指
導
計
画
の
作
成
を
担
当
す
る
分
掌

　

富
士
市
立
高
校
は
、２
０
１
１
年
に
、前
身

で
あ
る
市
立
吉
原
商
業
高
校
か
ら
改
編
さ
れ

た
高
校
だ
。
高
校
の
存
続
が
議
論
さ
れ
、学
校

改
革
に
向
け
富
士
市
教
育
委
員
会
が
基
本
計

画
を
策
定
し
た
。目
指
す
学
校
像
は「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」「
夢
実
現
高
校（
ド
リ
カ

ム
・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
」「
探
究
の
精
神
に
満
ち
た

高
校
」の
３
本
柱
。
同
校
教
員
だ
っ
た
眺
野
大

輔
氏
が
富
士
市
教
育
委
員
会
に
転
籍
し
、指

導
主
事
と
し
て
改
編
の
現
場
担
当
と
な
っ
た
。

　

眺
野
氏
の
役
割
は
、市
が
掲
げ
る
学
校
像

と
、「
自
律
す
る
若
者
」と
い
う
育
て
た
い
生
徒

像
を
実
現
化
さ
せ
る
た
め
の
授
業
を
設
計
し
、

現
場
の
先
生
た
ち
と
実
行
に
移
す
こ
と
。
学

校
側
で
は
、す
べ
て
の
先
生
方
が
、5
つ
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、検
討
を
進
め
た
。

　

学
校
改
編
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
の
が

「
探
究
」だ
。
す
べ
て
の
学
科
名
に
ビ
ジ
ネ
ス
探

究
科
な
ど
「
探
究
」の
文
字
が
入
り
、総
合
学

習
の
時
間
は「
探
究
学
習（『
究
タ
イ
ム
』）」と

呼
ば
れ
て
い
る
。
探
究
学
習
は
31
ペ
ー
ジ
の
図

表
の
よ
う
に
３
年
間
で
５
単
元
に
分
け
ら
れ
、

単
元
ご
と
の
目
的
と
そ
の
た
め
に
行
う
具
体

的
な
内
容
が
体
系
化
さ
れ
て
い
る
。
眺
野
氏
は
、

探
究
的
な
学
び
を
ど
う
授
業
に
落
と
し
込
む

か
が
最
も
難
し
か
っ
た
と
語
る
。

 

「
通
常
先
生
は
、『
教
え
て
か
ら
行
動
さ
せ
る
』

と
考
え
が
ち
で
す
が
、そ
れ
で
失
敗
し
た
と
き

生
徒
は『
教
え
方
が
悪
か
っ
た
』と
な
っ
て
し
ま

う
。
し
か
し
ま
ず
行
動
し
み
て
失
敗
す
れ
ば

『
な
ぜ
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
？
』を
考
え
、

学
ぼ
う
と
し
ま
す
。
だ
か
ら『
や
っ
て
み
て
振
り

返
り
、学
ぶ
』と
い
う
サ
イ
ク
ル
の
授
業
こ
そ
探

究
的
だ
と
考
え
、授
業
設
計
に
反
映
さ
せ
ま
し

た
」

　

２
学
年
の
前
期
の
探
究
学
習
で
地
域
探
究

学
校
改
編
に
と
も
な
い
、探
究
の

精
神
に
満
ち
た
授
業
を
設
計

と
し
て
取
り
組
む
の
が「
市
役
所
プ
ラ
ン
」だ
。

生
徒
が
市
役
所
の
職
員
と
し
て
課
題
に
当
た

り
、政
策
を
提
言
す
る
と
い
う
授
業
で
あ
る
。

 

「
熊
本
県
立
鹿
本
高
校
で
行
わ
れ
て
い
た『
バ

ー
チ
ャ
ル
市
役
所
』を
参
考
に
し
ま
し
た
。生
徒

が
自
分
で
課
題
を
発
見
で
き
る
よ
う
に
な
る

非
常
に
優
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
し
た
の
で
、当

初
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
も
鹿
本
高
校
の
も
の

を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

市
立
の
特
性
を
活
か
し
て
生
徒
を
本
当
の
市

役
所
職
員
に
し
、リ
ア
ル
な
地
域
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
」（
眺
野
氏
）

　

４
月
の
最
初
の
授
業
で
、生
徒
は
市
か
ら
辞

令
を
受
け
防
災
危
機
管
理
課
や
環
境
課
な
ど

の
複
数
の
課
に
配
属
。職
員
に
よ
る
市
役
所
の

役
割
や
市
の
現
状
の
講
義
か
ら
始
ま
り
、課
題

５月に行われる事前学習では、市の担当者から地域の
現状を知らされる

市
が
で
き
な
い
高
校
生
視
点
で

提
案
に
留
ま
ら
ず
実
行
ま
で
も

の
現
場
で
の
調
査
に
も
協
力
し
て
も
ら
う
。大

学
の
教
授
な
ど
に
は
、講
義
や
発
表
会
の
講
評

を
依
頼
。
半
年
か
け
て
生
徒
が
調
査
、議
論
し
、

課
題
の
解
決
策
を
考
え
て
い
く
。

　

１
学
年
で
は
生
徒
は
、Ｋ
Ｊ
法
や
ブ
レ
イ
ン
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富士市に関する資料を読んだり、イン
ターネットで検索したりして、事実を正
確に把握し理解することができた。

収集した情報を、整理したり、分析したり
して、自分の考えを加えて、報告すること
ができた。

チームとして自主的に、富士市の課題の
解決のために必要な情報を収集することが
できた。

富士市の課題に対し、市民のためという目
的意識を強く持ち、多角的に考え、現状
の改善策を提案することができた。

自分の役割を理解し、責任を持って果たした。
また、班員の考えをよく聞き、チームの考え
をよりよいものに発展させることができた。

市役所プランの活動を通じて、自分も社
会の一員として何か貢献したいという気持
ちになった。

■■   　とてもできた　■■　できた　■■　あまりできなかった　■■　できなかった
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

地域課題

生徒たちの変化地域の期待・変化

地域の課題を理解し、解決しようとする姿勢だけでなく、働く大人たちの
仕事の難しさや重要性まで理解する、キャリア教育となった

自分ごととして考える生徒の姿に刺激を受け
市民の意識に変化の兆しが

●「富士市の活性化を図ろうと、
いろいろな調査を行ってきたが、
現実的なプランを考える難しさ
を感じた。市の職員は、現実問
題と試行錯誤しながら市を活
性化しようと日々働いていると
いうことを学んだ」

●「校外学習や市役所の人の話
を聞いて、今まで自分には関係
ないことと思っていたことが、身
のまわりで起きていることという
実感がわきました」

これまでも富士市や地域の大人たちは若い世代に地域
への関心をもってほしいと期待をもっていたため、その絶
好の機会と評価されている。実際に、高齢者と一緒に体
操をしたり、小学生にスポーツを教えていたグループは、も
っと来てほしいと喜ばれている。富士市の「まちづくり活動
推進条例」検討委員とのまちづくりに対する意見交換会
や、「公共施設マネジメント基本方針」策定に向けた市民
のワークショップへの協力要請が来るなど、「富士市立高
校の生徒と一緒にやることで何かが動かせる」という市民
の意識改革が起き始めている。

取組内容

市立高校の存在意義が問われ、
学校改革により地域に貢献できる

コミュニティー・ハイスクールを目指すことに

市への政策提言
生徒が実際の職員になる「市役所プラン」

【キャリア教育としてのねらい】

【授業設計の進化】

【授業に対する生徒の感想】

【富士市立高校の探究学習】

６月には校外での実習や調査が行われた。
健康福祉課は福祉施設で高齢者とのふれ
あいの時間を設けた

校外学習での学校周辺の防災設備の調査。
現場でさまざまな課題を発見

●地域住民の1人として、地域課題とその現状を知り、その解
決に向けて何をすればよいかを理解し、その解決に向けて自
ら行動する力を育成する。

２学年全員が富士市の職員として半年間活動する。
＜流れ＞
４月：富士市職員任命式、オリエンテーション、全体講義
５月：役所の担当課の方から現状についての事前学習
６月：校外学習で現場の調査、中間発表
8月：班ごとの調査実践
９月：学年発表会
10月：全体発表会、振り返り

探究学習『究タイム』は、
前身の高校から富士市
立高校として生まれ変わ
った2011年度からスター
トした課題解決型の学習
プログラムで、今年で４年
目を迎える。
第3単元「活」では、当初
は市役所の５つの課に
分かれ、課題を提供され
て授業を行っていたが、
現在は、防災危機管理
課、環境課、健康福祉課
の３課に絞り、現場調査
や地域の人への聞き取
り、体験活動などに時間
を増やして、課題発見か
ら生徒が取り組むよう、中
味を濃くしている。

第５単元（３年生） ……夢

第４単元（２年生後期）…究

第３単元（２年生前期）…活

第２単元（１年生後期）…論

第１単元（1年生前期）…序

「夢探究」自分自身の成長
と進路をつなげる

「テーマ探究」自分自身のテ
ーマについて追究する

「地域探究」富士市の課題
に取り組む
⇒市役所プランはここ

「ディベート」多角的な物の
見方、論理的な考え方を学
ぶ

「スキル習得」ブレスト、KJ
法など探究の基礎を学ぶ

3
年
間
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

2013年　「市役所プラン」自己評価

1962年創立／総合探究科・ビジネス探究科・スポーツ探究科／生徒数688人（男子293人・女子395人）／進路状況（2013年度実績）大学46%・短大9%・医療系専門
学校9%・その他専門学校19％・就職14%・その他3%

学校データ▶

ス
ト
ー
ミ
ン
グ
な
ど
協
働
的
な
活
動
の
基
礎

を
身
に
つ
け
た
後
、デ
ィ
ベ
ー
ト
に
よ
り
、論
理

的
な
考
え
方
や
判
断
力
を
身
に
つ
け
る
。
こ
れ

ら
は
市
役
所
プ
ラ
ン
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、探
究
学
習
で
は
担
任
が
授
業
を
行
う
た

め
、教
員
間
で
も
探
究
型
授
業
の
進
め
方
を

週
１
回
の
会
議
で
確
認
し
て
い
る
。

　

初
年
度
は
、課
題
を
市
か
ら
も
ら
っ
て
い
た

が
、与
え
ら
れ
た
課
題
で
は
生
徒
の
提
案
も

「
法
律
を
こ
う
変
え
る
」「
市
に
〇
〇
し
て
ほ
し

い
」な
ど
ど
こ
か
他
人
任
せ
で
現
実
的
で
は
な

い
内
容
が
見
受
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、２
年

目
か
ら
は
課
題
の
発
掘
か
ら
生
徒
自
身
が
行

い
、「
高
校
生
に
で
き
る
こ
と
」と
い
う
視
点
で

の
改
善
策
を
提
案
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、地
域
の
課
題
が
よ
り
自
分
ご
と
と
な

り
、生
徒
が
能
動
的
に
運
用
側
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

 

「
例
え
ば
今
年
の
防
災
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
は
、

地
震
の
際
の
避
難
方
法
を
考
え
て
い
て
、海
に

近
い
保
育
園
の
調
査
に
行
っ
て
い
い
か
と
言
っ
て

き
ま
し
た
。
校
外
学
習
で
市
の
防
災
施
設
を

点
検
し
た
ら
、必
要
な
も
の
が
不
足
す
る
な
ど

市
の
手
が
回
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、こ
う

し
た『
行
政
が
で
き
て
い
な
い
す
き
間
』を
、提

案
に
留
ま
ら
ず
自
分
た
ち
で
な
ん
と
か
し
た
い

と
考
え
始
め
て
い
る
の
で
す
」（
遠
藤
先
生
）

　

当
初
、「
市
役
所
プ
ラ
ン
」は
キ
ャ
リ
ア
教
育

と
い
う
意
識
は
な
か
っ
た
と
眺
野
氏
は
語
る
。

 

「
あ
く
ま
で『
探
究
学
習
』の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

位
置
づ
け
で
し
た
が
、生
徒
の
感
想（
下
右
図
）

か
ら
、仕
事
や
働
く
大
人
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、

世
の
中
の
事
象
が
自
分
ご
と
に
な
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
だ
っ
た
ん
だ
と
、気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」
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一 

過
性
の
就
業
体
験
に
留
ま
ら
な
い

起
業
家
精
神
や
主
体
的
に
動
く
精
神
を
育
む

密
度
の
濃
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
現

普
天
間
高
校
（
沖
縄
・
県
立
）

case 2
　

沖
縄
は
県
の
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、受
け
入
れ
先

の
企
業
開
拓
も
産
学
官
が
一
体
と
な
っ
て
積
極

的
に
進
め
て
い
る
地
域
だ
。
し
か
し
、ど
う
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
取
り
入
れ
る
か
は
学
校
ご
と
の
課

題
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、普
天
間
高
校
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
担
当
す
る
久
高
奈
都
子
先

生
は
、新
た
な
取
り
組
み
方
法
を
模
索
し
て
い

た
。

　

２
０
１
２
年
度
か
ら
沖
縄
県
教
育
委
員
会

が
、普
通
高
校
卒
業
時
の
進
路
未
決
定
者
の

減
少
に
向
け
、県
立
高
校
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
の
施
策（
キ
ャ
リ
ア
教

育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
）を
決
定
。
普
天
間
高

校
は
そ
れ
に
名
乗
り
を
上
げ
て
指
定
校
に
選

ば
れ
、１３
年
度
か
ら
３
年
間
の
期
限
で
、県
に

委
託
さ
れ
た
企
業
か
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

新
垣
道
代
さ
ん
が
派
遣
さ
れ
て
き
た
。

　

新
垣
さ
ん
は
、自
ら
自
立
・
創
造
す
る
起
業

家
精
神
や
、起
業
に
限
ら
ず
と
も
組
織
の
中

で
自
ら
動
け
る
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
を
提
案
。
時
を
同
じ
く

し
て
琉
球
大
学
で「
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
講
座
」が

開
設
さ
れ
、起
業
家
が
講
義
を
行
う
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、そ
れ
に
携
わ
る

琉
球
大
学
産
学
官
連
携
推
進
機
構
の
協
力
・

助
言
を
得
て
、「
問
題
発
見
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン

グ
」を
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
下
左
図
）

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
期
間
は
３
日
間
で
、１

日
目
は
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
学
び
、共
感
か
ら
対

象
の
「
深
い
ニ
ー
ズ
」に
辿
り
つ
く
こ
と
や
、課

題
を
小
さ
く
切
り
分
け
る
代
表
的
な
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
手
法
を
体
感
。
２
日
目
は
リ
ー
ン
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ（
無
駄
を
省
い
て
仮
説
と
検
証

を
繰
り
返
す
手
法
）を
ベ
ー
ス
に
し
た
問
題
発

見
の
型
を
学
ぶ
。３
日
目
は
５
社
の
企
業
が
提

供
し
た
テ
ー
マ
に
自
ら
課
題
を
見
つ
け
提
案
を

考
え
発
表
会
を
行
う
と
い
う
濃
密
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
。「
失
敗
か
ら
学
ぶ
た
め
に
作
る
」と
い
う

前
提
は
生
徒
に
安
心
を
与
え
、起
業
家
マ
イ
ン

ド
が
育
ま
れ
る
。
密
度
の
濃
さ
ゆ
え
、４
０
０

人
近
く
い
る
２
学
年
の
生
徒
全
員
が
受
け
る

こ
と
は
難
し
く
、志
望
者
を
募
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

新
垣
さ
ん
の
提
案
に
対
し
て
久
高
先
生
は

 

「
学
校
で
は
発
想
で
き
な
い
視
点
が
多
く
、貴

重
な
体
験
が
で
き
る
す
ば
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
と
思
い
ま
し
た
。し
か
し
、教
員
の
視
点
か
ら

は
生
徒
の
平
等
性
を
欠
く
こ
と
に
不
安
が
あ

り
ま
し
た
。一
方
で
、す
べ
て
の
生
徒
が
こ
の
プ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
派
遣
で

新
し
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

沖縄県教育委員会

地域との連携方法

普天間高校
インターンシップ担当
久高奈都子先生

キャリア教育
コーディネーター
新垣道代さん

指定校に立候補
指定校に決定

進学希望者の多い高校にキャリア教育の
認定コーディネーターを派遣する施策を決定

高校に派遣する
ことを指示

琉球大学産学官連携推進機構

地域の協力企業、メンター協力者

ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
想
い
も
あ
り
、教
員
側
の
考
え
と
、新
し
い

試
み
を
や
ろ
う
と
い
う
新
垣
さ
ん
の
提
案
と
の
、

す
り
合
わ
せ
や
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
大
変

で
し
た
」と
語
る
。

　

結
果
と
し
て
、新
垣
さ
ん
の
提
案
は
志
望
者

25
名
の
み
が
選
択
し
、他
の
生
徒
は
従
来
通
り

の
就
業
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
従
来
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
Ａ
型
、問
題
発
見
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
を
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ｂ
型
と
称
し
、同
日
に
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た（
詳
細
は
左
図
）。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ｂ
型
に
参
加
し
た
生
徒

身
近
な
題
材
で
の
演
習
に
よ
り

地
域
へ
の
関
心
に
目
覚
め
た
生
徒

問
題
発
見
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ=

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
Ｂ
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
へ
の
助

言
・
運
営
協
力
要
請

インターンシップＢ型
の授業に課題提供、
講演、生徒との実習
などで参加協力

３年間高校に配置され、
新しい形のインターンシッ
プを策定

インターンシップＢ型の
授業への、課題提供、
生徒との実習参加、講
演等を依頼

講師からリーンスタートアップ
による問題発見の解説

多様なフレームワークから問題を
分解し、プロトタイピングしていく
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地域課題

生徒たちの変化地域の期待・変化

学校行事に積極的になったほか、校外で一般開催される
ビジネスコンテストなどに自主的に参加し成果を残す生徒たち

高校生の企画を実際に
まちの活性化に活かす

●「関わってくれた大人の姿を見
て、自分も将来の子ども達に、
何かを伝えられる人になりたい
と思いました。日々の行動が実
現につながると思うので、今日
から行動を変えていきたいです」

●「『不満の数だけチャンスがあ
る』という言葉を聞いて、視野を
もっと広くして、どんどんチャンス
を見つけ、これから直面する問
題を『why』で掘り下げて解決
していこうと思いました」

右の「生徒たちの変化」で紹介したように、インターンシッ
プＢ型に参加した生徒たちがまちづくりのビジネスコンテス
トなどで提案した企画が高い評価を得ている。特に宜野
湾市商工会からは、普天間基地返還後のまちづくりへの
提案があると予想していたところ、今の商店街の衰退に
対する課題解決の提案がされたことに驚きと称賛が寄せ
られたという。また、商工会議所と第三セクターが申請して
いた「平成25年度商店街活性化事業（にぎわい補助
金）」に普天間高校の『地域商店街活性化事業計画書』
が採択されるなど、生徒たちの企画を実際にまちの活性
化に活かす動きが始まっている。

取組内容

中心市街地の衰退

インターンシップＢ型
（問題発見プロトタイピング）

【キャリア教育としてのねらい】

【授業に対する生徒の感想】

【企業からのテーマ例１】【企業からのテーマ例 2】

【生徒たちからの提案例１】【生徒たちからの提案例 2】

●一人ひとりが次世代を切り拓く主人公であることを自覚し、
自分と地域社会の「未来のありたい姿」を描き行動できる
人材を育成する。

●「働くこと＝社会参画・社会貢献である」という確かな職業
観を育み、主体的自立的に学び続け自らの進路を切り拓く
人材を育成する。

た
ち
の
変
化
は
目
覚
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

発
表
会
で
は
日
頃
は
お
と
な
し
く
、挙
手
を
す

る
こ
と
が
な
か
っ
た
生
徒
が
積
極
的
に
発
言
し

た
り
、「
将
来
ぶ
つ
か
る
で
あ
ろ
う
壁
を
今
の
う

ち
に
体
験
で
き
た
気
が
し
た
。
想
像
以
上
の
内

容
で
、明
日
か
ら
世
界
観
が
変
わ
っ
て
見
え
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
」と
い
う
生
徒
の
感
想
ま

で
飛
び
出
し
た
（
生
徒
の
変
化
は
下
右
図
）。

実
施
後
は
、特
進
ク
ラ
ス
に
転
級
し
た
生
徒
が

い
た
り
、地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
や「
日

本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」に
自
主
的
に

参
加
す
る
生
徒
が
出
て
、実
際
に
コ
ン
テ
ス
ト

で
優
勝
す
る
な
ど
の
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

「
も
と
も
と
我
が
校
の
生
徒
は
県
外
や
海
外

な
ど
外
向
き
志
向
で
し
た
が
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
Ｂ
型
を
経
験
し
た
生
徒
た
ち
は
、身
近
な
題

材
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
、自

分
の
住
む
地
域
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
優
勝
し
た
宜
野
湾
市
商
工
会
の
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
、ほ
か
に
も
テ
ー
マ
が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、自
ら『
ま
ち
づ
く
り
』

を
選
ん
だ
の
で
す
。
ま
た
、生
徒
の
提
案
を
地

域
が
実
現
化
さ
せ
る
動
き
も
始
ま
っ
て
お
り
、

地
域
か
ら
生
徒
た
ち
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す（
下
左
図
）」（
久
高
先
生
）

２学年の総合的な学習の時間の中で、３日間のインター
ンシップを行った。参加は志願者25名（他の生徒は同日
に従来からの就業体験「インターンシップＡ型」に参加）。
＜流れ＞
１日目：課題解決やアイデアの出し方などの講座
２日目：企業からの課題に対する解決策を見出す実習
３日目：発表準備と発表会

「対話販売を大事にしている
地元の老舗家具店の、ネット
販売方法を考える」

「一家団欒をつなぐテレビ。
家族全員で見られるテレビを

提案せよ」

店主さんが実際に海外で買
い付けしている様子を、共有
して楽しんでもらえるような
特殊なスコープを設置(3D)。
その場にいるような感覚でイ
ンテリアをチョイス。事前に
データ入力した自分の家の
間取りに対して選んだ家具
の寸法や色をあわせること
ができるという提案。類似方
法で業務活用を目指す企業
があり、提案が夢物語でな
いとの講師からの講評に歓
声があがった。

生徒たちは、新聞のテレビ
欄を空白にする広告で関心
を高め、超音波等で家族を
引きつけ、つい見たくなるテ
レビ本体を開発するという
提案をした。企業からは、超
音波で他の家族も集める発
想は街頭テレビの原点との
講評が。内気だった生徒は
「テレビ欄の空欄は私のア
イディア。自分の声を拾い上
げた付箋紙って凄い！」とコ
メント。会場が笑いに包まれ
た。

昨年の「宜野湾市まちづくり・地域活性化プレゼンテー
ション大会」で優勝・優秀賞を受賞

インターンシップＢ型に参加した生徒たちは目に見
えて積極性が増し、校外のコンテスト等で優秀な
成績を収めている。

1948年創立／普通科／生徒数1200人（男子528人・女子672人）／進路状況（2013年度実績）大学70.5%・短大4.8%・専門学校19.9%・就職1.4%・その他3.4%学校データ▶

左図・テーマ例１の家具店のプレゼン
を行っている生徒たち

生徒たちからはさまざまな
独創的なアイディアが出て
きた
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Ｓ
Ｓ
Ｈ
な
ら
で
は
の
特
色
を
活
か
し

多
面
的
に「
防
災
」を
学
び
に
取
り
入
れ

社
会
に
貢
献
で
き
る
生
徒
を
育
成

西
湘
高
校
（
神
奈
川
・
県
立
）

case 3
　

理
科
・
数
学
教
育
に
重
点
を
置
く
高
校
を

文
部
科
学
省
が
指
定
す
る
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）。
西
湘
高
校
は
２
０

０
５
年
度
に
指
定
を
受
け
て
以
来
、現
在
第
二

期
目
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
な
り
、そ
の
課
題
研
究
授
業

と
し
て「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
防
災
」を
行
っ
て
い
る
。

　

同
校
は
プ
レ
ー
ト
境
界
と
一
体
化
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
国
府
津
松
田
断
層
の
近
く

に
位
置
し
、ま
た
海
岸
か
ら
も
ほ
ど
近
い
こ
と

か
ら
、大
地
震
が
起
き
た
場
合
の
震
災
や
津
波

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域
で

あ
る
。
従
来
か
ら
防
災
に
対
す
る
意
識
が
高

く
、生
徒
会
に
防
災
専
門
の「
防
災
取
材
委
員

会
」が
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
た
際
、

こ
の
委
員
会
で
の
取
り
組
み
を
授
業
の
形
態

に
昇
華
さ
せ
よ
う
と
設
計
さ
れ
た
の
が「
Ｓ
Ｓ

Ｈ
防
災
」だ
。

 

「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
防
災
」は
自
由
選
択
科
目
と
し
て
、

１
学
年
か
ら
３
学
年
ま
で
履
修
す
る
こ
と
が
で

き
る
（
各
１
単
位
）。
主
に
１
学
年
の
生
徒
が

履
修
し
て
い
る
が
、毎
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
変
わ

る
た
め
、１
学
年
で
履
修
し
た
生
徒
が
２
学
年

で
も
新
た
に
選
択
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

特
に
東
日
本
大
震
災
以
降
、災
害
は
人
ご
と

で
は
な
い
と
防
災
意
識
が
さ
ら
に
高
ま
り
履

修
者
が
増
え
て
い
る
。
授
業
は
年
間
で
20
回
程

度
。神
奈
川
県
の
災
害
全
般
・
地
球
規
模
の
地

震
・
火
山
・
津
波
・
社
会
的
な
防
災
な
ど
、そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
の
大
学
教
授
や
研
究
者
な
ど
専

門
家
に
よ
る
講
演
、野
外
の
巡
検
や
生
徒
視

点
で
避
難
訓
練
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

防
災
実
習
な
ど
、科
学
的
か
つ
多
面
的
な
要

素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
講
座
以
外
で
も
外
部

の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
主
催
す
る
防
災
関
連

の
会
議
や
交
流
会
へ
の
参
加
要
請
を
受
け
る

こ
と
も
多
く
、生
徒
は
多
様
な
校
外
活
動
を

経
験
し
て
い
る
。

 

「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
防
災
」を
選
択
す
る
生
徒
に
つ
い
て
、

担
当
教
員
で
あ
る
釣
田
あ
か
り
先
生
は
、主
体

性
の
高
い
生
徒
が
集
ま
り
、さ
ら
に
そ
の
力
が

高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
と
い
う
（
35
ペ
ー
ジ
下

右
図
）。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で「
高
校
生
防
災

研
修
」と
い
う
、被
災
後
の
避
難
所
で
の
食
生

活
を
想
定
し
た
実
習
と
、参
加
者
が
防
災
対

策
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
案
を
出
す
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は
生

徒
た
ち
か
ら
の
希
望
で
始
ま
っ
た
取
り
組
み
だ
。

こ
の
前
年
、防
災
教
育
の
先
進
校
で
あ
る
兵

庫
県
立
舞
子
高
校
が
主
催
す
る
「
高
校
生
防

防
災
に
対
す
る
学
び
に

主
体
的
に
突
き
進
む
生
徒
た
ち

「ＳＳＨ防災」での講演者

校外協力者との連携方法

「SSH防災」担当教員
地学担当

釣田あかり先生

過去の講演者、教員が
ピックアップした課題内
容に合った専門家など
に直接アプローチ

講義での協力

他県や他校主催の交流会・研修など

災
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
」に
参
加
し
た

生
徒
が
、舞
子
高
校
の
生
徒
た
ち
の
防
災
意

識
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ
に
刺

激
を
受
け
、翌
年
も
参
加
を
希
望
。
し
か
し
翌

年
の
西
湘
高
校
の
参
加
は
実
現
し
な
か
っ
た
た

め
、生
徒
た
ち
は
、そ
れ
な
ら
自
分
た
ち
で
や

り
た
い
と
申
し
出
、県
内
他
校
の
生
徒
も
招
い

て
自
校
で
同
様
の
実
習
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。

　

ま
た
、「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
防
災
」履
修
者
の
有
志
が
、

防
災
の
学
び
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に「
防
災

訓
練
企
画
隊
」を
構
成
し
、自
主
的
に
生
徒
主

体
の
防
災
訓
練
を
作
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
訓
練
の
策
定
に
あ
た
り
、全
校
生
徒
に
防

災
意
識
や
学
校
主
体
の
防
災
訓
練
の
実
態
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、自
由
時

主催団体から防災教育
の先進校として多数の
参加要請

授業方針に合った研修
などに、参加希望の申請

研修や他校生徒との交流、発表
会などさまざまな形式で参加

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

生徒たち 昨年同校でわれた「高校施防災研修」。生徒たちが自ら企画し、避難所での食
生活を想定し、被災した際に用意できそうな食材を生徒たちがもち寄った。
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地域課題

生徒たちの変化地域の期待・変化

「防災に強い」ことが生徒自身のアイデンティティと自信に。
楽しみながら学びをさらに深めていく

災害時に地域の期待に
こたえるさらなる連携を

●「専門家の先生方からは被害
を抑止することや自然との共
存について学びましたが、警
鐘を鳴らすだけでなく、その次
の手立てをさらに考えていく
必要性についても教わりまし
た。自分自身、授業を通して
出会った人々や事象の分だ
け価値観や考え方を広げる
ことができたので、もっと防災
について学びたいと感じまし
た」

現在も近隣住民との合同避難訓練を
行っており、また小田原市との協定に
より、校舎が津波避難ビルに指定され
ている。一方で、地域防災は市町村
が主体で、西湘高校は県立であること
から、必ずしも満足のいく連携にはな
っていない。今後は生徒の防災意識
の向上にともない、地域と学校の連
携が、地域・生徒双方からますます期
待されていくことが予想される。

取組内容

自然災害による深刻な被害が予想される地域

「SSH防災」
スーパーサイエンスハイスクールとしての

多面的な取り組み

【キャリア教育としてのねらい】

【授業に対する生徒の感想】

【西湘高校の防災教育】

●減災意識を醸成し、生徒が自ら身を守る力を養い、地域の力
となる行動指針を作成する防災教育により、社会に貢献で
き、生きる力を持つ生徒の育成を目指す。

間
で
し
か
で
き
な
い
活
動
を
、昼
休
み
を
つ
ぶ

し
て
ま
で
楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い

う
。

　

同
校
の
防
災
教
育
は「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
防
災
」だ
け

で
は
な
い（
左
図
）。１
学
年
の
必
修
科
目
で
あ

る
「
社
会
と
情
報
」を
独
自
に「
地
球
情
報
」

と
名
付
け
、情
報
と
地
学
の
教
員
が
合
同
で

担
当
し
て
地
球
や
自
然
災
害
、防
災
を
題
材

に
し
た
情
報
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
授
業

で
は
、情
報
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
た「
わ
が
ま
ち
防

災
マ
ッ
プ
づ
く
り
」が
夏
休
み
の
課
題
と
な
っ
て

い
た
。

　

さ
ら
に
生
徒
会
の「
防
災
委
員
会
」で
は
、

防
災
物
資
や
機
材
の
点
検
を
行
う「
防
災
班
」

と
、生
徒
版
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
発
信

を
行
う
「
取
材
班
」に
分
か
れ
て
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
同
校
は
、防
災
と
い
う
地
域
課

題
に
根
ざ
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、科
学
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
す
る「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
防
災
」、情
報
と
科

学
を
か
け
合
わ
せ
た
「
地
球
情
報
」、身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
減
災
意
識
を
高
め
る
「
防
災
委

員
会
」と
、多
角
的
に
取
り
組
み
、地
域
や
社

会
全
体
に
貢
献
で
き
る
生
徒
の
育
成
を
行
っ

て
い
る
。

　

防
災
は
地
震
大
国
で
あ
る
日
本
全
体
の
共

通
課
題
。
人
文
・
社
会
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

だ
け
で
な
く
、自
然
科
学
的
な
観
点
も
盛
り

込
み
、教
科
の
学
び
と
も
つ
な
げ
て
い
る
同
校

の
取
り
組
み
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
少
な
く
な
い
。

１～３学年の自由選択科目で、各年で１単位。年間約
20回の授業がある。
＜主な講座内容＞
●防災全般や、地震、火山、津波など分野ごとの専門家
を招いての講義
●生徒自身が避難訓練を考えるワークショップ
●他校生徒を招いての実践的な防災研修
●学習成果の発表準備

ＳＳＨ校ならではの「ＳＳＨ防災」のほかに、「地球情報」の授業と、
生徒会による「防災委員会」が、それぞれの役割で防災を学び、
実践している。

１～３学年が履修できる自由選択科目（各１
単位）。地学の側面から防災を学ぶ。外部講
師の講義と巡検や演習を行う。

１学年の必修科目「社会と情報」を、西湘高
校独自で地学的要素を題材にして学んでい
る。実習、調査を行い成果を発表する。

生徒会活動の一環で、防災物資や機材の
点検を行う「防災班」と、生徒版防災マニュ
アルを作成する「取材班」がある。

防
災
は
全
国
共
通
の
地
域
課
題

同
校
の
多
角
的
手
法
に
学
ぶ

「ＳＳＨ防災」の授業では、外部の研修会等での発表の機会が多い
ことが生徒たちの自信につながった。将来防災教育に携わりたいと
志す生徒も増え、防災に強くなったことが自分のアイデンティティと捉
えられている。また、時間外で「防災訓練企画隊」という有志の活動を

自発的に行う生徒が出る
など、与えたこと以上に吸
収している姿を教員たちも
実感している。

ＳＳＨ防災

地球情報

防災委員会

1957年創立／一般コース・理数コース／生徒数952人（男子496人・女子456人）／進路状況（2013年度実績）大学70.5%・短大3.2%・専門学校9.8%・就職0.6%・進
学準備15.9%・その他0%

学校データ▶

「地球情報」の時間で作成した「わがま
ち防災マップ」の例。

生徒会の防災委員会は「生
徒版防災マニュアル」を作
成。災害時に高校生ができる
ことが詳しくまとめられている。

有志の集まりである「防災
訓練企画隊」。昼休みや放
課後などのわずかな時間に
集まって自主的に取り組む。
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商
品
開
発
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
行
う

ビ
ジ
ネ
ス
教
育
で
、地
域
活
性
に
貢
献
し

自
分
の
長
所
を
語
れ
る
生
徒
を
育
成

函
館
商
業
高
校
（
北
海
道
・
道
立
）

　

北
海
道
教
育
委
員
会
の「
北
を
活
か
す
人

づ
く
り
」推
進
事
業
や
、「
専
門
高
校
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

Ｕ
ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」の「
も
の
づ
く

り
・
商
品
開
発
」に
関
す
る
研
究
指
定
を
受
け
、

同
校
が
２
０
０
８
年
度
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
が

「
Ｈは

こ

し

ょ

っ

ぷ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」だ
。
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科

の
３
学
年
が
課
題
研
究
の
授
業
と
し
て
履
修

し
て
い
る
（
左
図
）。
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
は
商

業
高
校
な
ら
で
は
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
見
地
か
ら
、

商
品
を
仕
入
れ
た
り
、商
品
開
発
を
し
て
メ
ー

カ
ー
に
製
造
を
依
頼
し
て
販
売
し
、学
校
を
Ｐ

Ｒ
す
る
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

函
館
は
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、主
要
産
業
の
観
光
客
も
減
少
を
た
ど
る

な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
取
り
組
み
を
始

め
た
と
き
、担
当
の
倉
部
静
雄
先
生
は
さ
ら
な

る
課
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
い
う
。

 
「
ま
ず
生
徒
た
ち
が
地
元
を
知
ら
な
い
の
で

す
。
函
館
で
有
名
な
観
光
地
や
土
産
物
に
つ
い

て
尋
ね
て
も
知
っ
て
い
る
の
は
５
つ
程
度
。ま
た
、

地
元
に
つ
い
て
の
不
満
を
尋
ね
る
と
、巨
大
モ

ー
ル
な
ど
の
箱
物
が
な
い
こ
と
し
か
出
て
こ
な

い
。
そ
こ
で
、４
月
の
授
業
で
は
、人
口
減
少
数

が
全
国
の
自
治
体
中
２
位
と
い
う
国
勢
調
査

の
話
や
、箱
物
を
建
て
て
も
ま
ち
の
活
性
化
に

つ
な
が
ら
な
か
っ
た
近
隣
の
自
治
体
の
話
な
ど
、

地
域
の
現
状
理
解
か
ら
始
め
て
い
ま
す
」

地
元
を
知
ら
な
い
生
徒
た
ち
が

ビ
ジ
ネ
ス
で
郷
土
愛
に
目
覚
め
る

地域課題

地域との連携方法生徒たちの変化地域の期待・変化

たくさんの実践的な経験と
実績として残せる成果が
生徒たちの自信を生み出す

地域産業を担う人材として
地域の活性化を期待される
120年以上の歴史をもつ函館商業は、
古くから地域産業の担い手を輩出する
学校として地域に受け入れられてきた。
北海道としても「食と観光」が地域の
重要な経済資源であるため、地元企業
だけでなく高校生にも北海道の「食と
観光」の発展について考えさせる教育
が期待されている。HAKOSHOPの取
り組みにより生徒たちがさまざまな地域
イベントに登場したり、マスコミにも取り
上げられることで、「函館商業はがんば
っている」と評価を受けている。

取組内容

人口減少、観光客の減少

H
は こ し ょ っ ぷ
AKOSHOP

【キャリア教育としてのねらい】

　

Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
実
践
に
お
い
て
は
、同
校

の
同
窓
会
の
存
在
が
大
き
い
。
１
２
０
年
以
上

の
歴
史
が
あ
る
同
校
の
卒
業
生
に
は
、地
元
企

業
の
経
営
者
や
有
力
者
が
多
数
存
在
す
る
。

そ
こ
で
、同
窓
会
よ
り
活
動
支
援
を
受
け
、生

徒
が
開
発
す
る
商
品
を
製
造
す
る
メ
ー
カ
ー

の
紹
介
等
、物
心
と
も
に
協
力
を
得
て
い
る

（
下
右
図
）。

　

地
元
を
知
ら
ず
、そ
れ
ま
で
行
動
範
囲
が

限
ら
れ
て
い
た
生
徒
た
ち
が
、Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｐ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
外
に
出
か
け
、知
ら
な

い
大
人
た
ち
と
異
世
代
交
流
し
た
り
、マ
ナ
ー

が
悪
け
れ
ば
容
赦
な
く
叱
責
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
が
、確
実
に
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
で
開
発
さ
れ
た
商
品
は

地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
さ
れ

て
い
る
が
、活
動
が
６
年
目
を
迎
え
知
名
度
が

上
が
り
、イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
要
請
は
引
き
も

切
ら
な
い
と
い
う
。
地
元
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
商
品

を
多
数
企
画
し
、大
手
コ
ン
ビ
ニ
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
に
選
出
さ
れ
た
り
、商
業
高
校
フ
ー
ド
グ

ラ
ン
プ
リ
で
部
門
大
賞
を
取
る
な
ど
、地
域
に

貢
献
す
る
活
動
の
成
果
が
、生
徒
た
ち
に
自

己
肯
定
感
を
生
み
出
し
て
い
る（
下
中
図
）。

商品の企画開発・販売を行う
模擬会社組織

３学年の課題研究授業として１年を通
じて取り組んでいる。
＜流れ＞
4月：地域の現状を理解する授業
5～12月ごろ：分担に応じて、商品開
発やイベントに参加しての販売活動
を随時行う
2月：１年間の振り返りレポート

生徒たちが開発したゼリーがフードグ
ランプリで部門大賞を受賞した

ローソンとのコラボ
商品や、学校ブラン
ドの雑貨など多数の
開発商品がある

●地域の歴史や文化の理解を深めるととも
に、郷土に誇りをもち、郷土を他者へ伝え
る能力を身につける。

●思考力・創造力（物事を常に改善しようと
いう意識）・表現力（プレゼンテーション能
力）を身につける。

●積極性・協調性・コミュニケーション能力
＜外部との交渉力＞をもって意欲的に
学習に取り組む。

case 4

●「自分が開発した商品が商業
高校フードグランプリの部門大
賞を受賞し、仲間と抱き合って喜
びました。発想の仕方など今後
の人生で役に立つ経験でした」

●「HAKOSHOPで経験したこと
を就職試験でアピールすること
ができました。プレゼンの体験を
もてたことに感謝しています。
がんばってきたことで自分に自
信がつきました」

【授業に対する生徒の感想】

協力メーカー 函商同窓会

イベント主催者

課題研究担当
倉部静雄先生

メーカー紹介
要請

参加要請

販売参加

紹介

協
力
要
請

商
品
製
造

活
動
支
援

商
品
開
発
、製
造
依
頼

販販販販

生徒たち

※商業科教諭

1886年創立／全日制課程：流通ビジネス科・国際経済科・会計ビジネス科・情報処理科・定時制課程：事務情報科／生徒数：全日制590人・定時制53人／進路状況
（2013年度全日制実績）大学9.6%・短大5.1%・専門学校12.7%・就職68.0%・看護他4.6%

学校データ▶
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地
元
と
密
接
に
関
わ
る
専
門
校
と
し
て

郷
土
に
つ
い
て
の
学
び
を
一
層
深
め

地
域
か
ら
の
期
待
に
こ
た
え
る

男
鹿
海
洋
高
校
（
秋
田
・
県
立
）

　

日
本
一
高
齢
化
が
進
む
秋
田
県
。
男
鹿
市
も

少
子
高
齢
化
に
よ
り
人
口
減
少
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
基
幹
産
業
は
農
業
と
水
産
業
の
た
め
、

２
次
・
３
次
産
業
を
志
望
す
る
若
者
の
市
外

流
出
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
た
め
だ
。
学
校

の
存
在
意
義
も
問
わ
れ
る
中
、男
鹿
海
洋
高

校
は
、生
徒
が
地
元
に
愛
着
を
も
ち
、定
着
で

き
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
始
め
て
い
る
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
郷
土
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
総

合
的
な
学
習
の
時
間「
男
鹿
学
」だ
。
１
学
年

で
は
全
学
科
が
、２
学
年
か
ら
は
海
洋
科
・
食

品
科
学
科
は
課
題
研
究
や
実
習
が
始
ま
る
た

め
、普
通
科
の
み
で
行
わ
れ
て
い
る
。１
学
年
は
、

郷
土
を
知
る
学
習
で
、２
学
年
・３
学
年
は
興

味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
自
ら
発
想
し
、班
に
分
か

れ
て
調
べ
る
学
習
に
な
る
。テ
ー
マ
は
地
理
・
自

然
、産
業
、歴
史
・
文
化
、食
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

去
年
の
生
徒
た
ち
は
、秋
田
の
県
魚
で
あ
る
ハ

タ
ハ
タ
や
、秋
田
の
方
言
、男
鹿
に
し
か
な
い
食
、

ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
、思
い
思
い
の

調
査
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

　

水
産
高
校
が
前
身
で
あ
る
同
校
は
、地
域

の
基
幹
産
業
の
担
い
手
を
育
成
し
て
き
た
こ

と
か
ら
、地
元
の
人
々
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き

た
。
学
び
に
対
し
て
も
漁
協
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
通
例
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、普
通
科
の
生
徒
は
そ
の

学
校
で
の
取
り
組
み
が
、将
来

地
域
産
業
に
な
る
こ
と
が
理
想

地域課題

生徒たちの変化地域の期待・変化

郷土を知る機会を得れば
生徒はその魅力に気づく

生徒の存在が活気を与え
文化の発信者として期待

●「自分の住んでいる地域にジオパー
クのような所があってすごいと思いま
した。出かける時など関心をもって近
くの地層を見てみようと思います」

●「今回、男鹿に伝わる歴史や文化伝
統について調べてみると改めて気づ
くことや勉強になることばかりで、男
鹿についてもっと知ることができてよ
かったです。この機会を通して男鹿
の良さにふれていきたいと思いまし
た」

地元の基幹産業である水産事業者を
輩出する専門高校として、地域と常に
密着してきたが、少子高齢化が進むな
か、高校が存続し、卒業生が男鹿に定
着することが地域が最も期待するとこ
ろだ。若者の存在は地域の産業を活
気づけるだけでなく、存在そのものが町
を明るくすると考えている。また、県内
外のイベントに引っ張りだこで活躍して
いる「なまはげ太鼓部」のように、男鹿
文化を外に発信していく担い手として
も期待されている。

取組内容

少子高齢化による人口減少
地域産業を担う若者の減少

男鹿学
水産業の六次産業化

【キャリア教育としてのねらい】

機
会
が
少
な
い
た
め
、男
鹿
学
の
授
業
を
通
じ

て
地
域
の
人
々
と
触
れ
あ
い
を
も
た
せ
る
こ
と

も
授
業
の
目
的
の
ひ
と
つ
だ
。
ま
た
、同
校
の

生
徒
は
３
分
の
２
が
市
外
か
ら
の
入
学
者
の
た

め
、男
鹿
市
に
つ
い
て
の
知
識
が
薄
い
。「
地
域

の
魅
力
を
知
り
、発
信
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

男
鹿
に
あ
る
高
校
で
学
ぶ
意
味
を
考
え
、誇
り

や
自
信
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と

男
鹿
学
を
担
当
す
る
岩
谷
裕
次
先
生
は
言
う
。

　

ま
た
、同
校
は
水
産
業
の
六
次
産
業
化
を

単
独
で
学
習
で
き
る
学
校
を
目
指
し
て
い
る
。

農
業
と
異
な
り
水
産
業
は
、企
業
で
あ
っ
て
も

単
独
で
の
六
次
産
業
化
が
難
し
い
が
、同
校
に

は
水
産
物
を
漁
獲
す
る
船
を
も
つ
海
洋
科
、か

ま
ぼ
こ
や
缶
詰
に
加
工
す
る
施
設
を
も
つ
食

品
科
学
科
、ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
を
も
つ
普
通
科

「男鹿学」
各学年の総合的な学習の時間。男鹿
を理解し、郷土愛を育み、男鹿の魅力
を外に発信できるなることが目的。１
学年では知ること、２学年では調べ学
習を展開し、３学年で成果発表を行う。
「水産業の六次産業化」
水産物を獲り、加工し、販売することを
学科横断で取り組む。

生徒が自主的に実地調査を希望し訪れた
「なまはげ館」

ハタハタについて研究した班は水産振興
センターに取材に訪れた

男鹿市が作成する観光案内に不満を
持った生徒が自ら作成したガイドマップ

研
究
の
成
果
は
学
習
成
果

発
表
会
の
ほ
か
学
校
祭
で

一
般
の
人
も
見
ら
れ
る

●進路の際、自己PRシートの作成や面接
時の自己紹介などに役立てられるように
なること。

●身近な地元に目を向け、自ら課題設定を
し、探究、情報発信できる力をつける。

case 5

【授業に対する生徒の感想】

が
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
れ
が
可
能
と
な
る
。
今

年
、生
徒
有
志
が
地
域
の
若
い
女
性
た
ち
と
企

画
・
販
売
し
た「
男
鹿
め
ぐ
み
御
膳
」は
実
習

で
加
工
し
た
サ
ン
マ
を
は
じ
め
と
す
る
地
産
品

を
使
い
、男
鹿
の
魅
力
を
伝
え
る
弁
当
だ
。

「
理
想
と
し
て
い
る
の
は
、男
鹿
学
で
独
自
の

特
産
物
を
発
想
し
、専
門
学
科
の
実
習
で
収

獲
、製
品
開
発
し
た
商
品
が
地
域
産
業
へ
と
進

化
し
、ひ
い
て
は
生
徒
た
ち
が
将
来
働
く
場
と

な
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
地
域
の
起

爆
剤
と
な
る
生
徒
を
育
て
、我
が
校
か
ら
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」（
堀
川
渉
校

長
）。

2004年創立／普通科・海洋科・海洋環境科・食品科学科・海洋科学科／生徒数308人（男子200人、女子108人）／進路状況（2013年度実績）大学・短大14.5%・専門
学校13.6%・就職64.6%・その他7.3%

学校データ▶
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市
の「
ま
ち
な
か
再
生
計
画
」に

「
住
む
」「
働
く
」「
楽
し
む
」の
観
点
で

女
子
高
生
が
政
策
案
を
提
案
す
る

和
歌
山
信
愛
中
学
校
・
高
校
（
和
歌
山
・
私
立
）

　

和
歌
山
信
愛
高
校
は
、中
高
一
貫
の
女
子

校
で
、中
高
の
６
年
間
を
２
年
ず
つ
分
け
た
タ

ー
ム
で
進
路
指
導
を
行
っ
て
お
り
、中
３
と
高

１
の
２
年
間
を
「
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
」ス
テ
ッ

プ
と
位
置
づ
け
、学
年
主
任
を
中
心
に
常
に
新

し
い
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

　

今
年
度
の
１
学
年
主
任
で
あ
る
大
村
寛
之

先
生
は
、素
直
で
真
面
目
な
生
徒
が
進
学
面

で
も
結
果
を
出
す
一
方
、進
学
に
関
す
る
「
動

機
の
弱
さ
」を
心
配
し
て
い
た
。
自
ら
の
興
味

関
心
や
特
性
を
意
識
し
た
上
で
、社
会
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
志
を
も
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た

め
中
３
で
は
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
を
招
い

た
授
業
を
行
い
、高
１
で
は
実
際
に
社
会
と
か

か
わ
る
活
動
を
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
た
。
他

校
や
他
県
の
情
報
収
集
を
す
る
中
、福
井
県

の
鯖
江
市
役
所
が「
Ｊ
Ｋ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

設
立
し
、女
子
高
生
の
力
で
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
模
索
す
る
取
り
組
み
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

和
歌
山
市
の
都
市
再
生
計
画
を
調
査
。
す
る

と
、市
民
参
加
に
よ
る「
ま
ち
な
か
再
生
計
画
」

の
策
定
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、こ
こ

に
女
子
高
生
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
み
て
は

ど
う
か
と
考
え
、春
休
み
に
市
の
ま
ち
づ
く
り

局
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
。
市
役
所
側
か
ら
も
す

ぐ
に
快
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
た（
下
右
図
）。

　

授
業
は
、全
６
回
予
定
で
Ｌ
Ｈ
Ｒ
の
時
間
を

一
教
諭
の
熱
意
と
生
徒
の
変
化
が

周
囲
の
積
極
性
を
生
み
出
す

地域課題

地域との連携方法生徒たちの変化地域の期待・変化

積極性が増し、生徒会役員に
立候補する生徒が急増。
郷土愛に目覚めてきた

まちの活性化と生徒の成長の
相乗効果を期待

●「今の状態なら都会に出て行きたい
と思っていたけれど、再生計画が実
現してまちが本当に活性化したら、
ずっとここで生きていきたいと思うよ
うになった」

●「絶対学校代表に選ばれて、まちを
自分の手で変えたいと思った」

●「自分の父が、このようなまちに対す
る働きかけなどをやっていて、授業を
受けて『こういうことか！』とわかった」

和歌山市　まちづくり局
都市整備課　中野昌則さん
「『まちなか再生計画』に高校で最初
に手を上げてくれたのが信愛高校さん
です。これからの人たちが自分の町をど
うしたいかは市も重要視しています。授
業を拝見し、大人にはない発想や知ら
ない単語が多々飛び出し新鮮でした。
自ら考え発言することは生徒さんたちに
もよい経験となるでしょう。この取り組
みで市が活性化し生徒が成長する、相
乗効果を期待しています。」

取組内容

人口減少、商店街の衰退

市への政策提言
「まちなか再生計画」への提言

【キャリア教育としてのねらい】

使
っ
て
行
う
。
初
回
は
、市
職
員
に
よ
る
市
の

現
状
と「
ま
ち
な
か
再
生
計
画
」に
つ
い
て
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
受
け
、計
画
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
住

む
」「
働
く
」「
楽
し
む
」の
３
つ
の
観
点
か
ら
、

活
性
化
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
ほ
し
い
と
の

課
題
を
も
ら
っ
た
。
そ
の
後
は
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
テ
ー
マ
を
選
ん
で
提
案
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、校
内
発

表
会
、来
年
の
１
月
に
代
表
に
よ
る
市
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
進
ん
で
行
く
予
定
だ

（
左
図
）。
生
徒
た
ち
か
ら
は「
大
通
り
を
サ
イ

ク
リ
ン
グ
し
や
す
く
し
観
光
客
を
呼
ぶ
」、「
和

歌
山
城
に
城
下
町
を
作
る
」な
ど
の
提
案
が

出
て
い
る
。

　

市
役
所
側
の
協
力
体
制
は
予
想
し
た
以
上

だ
っ
た
。
し
か
し
、校
内
で
は
今
ま
で
な
か
っ
た

手
法
の
た
め
、当
初
は
担
任
間
の
足
並
み
が
揃

わ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
と
大
村
先
生
は
語
る
。 

「
段
取
り
は
私
一
人
で
進
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
元
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る
中
、

私
に
は
な
い
発
想
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
、今
で
は
学
年
の
教
員
全
体

が
こ
の
企
画
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
も
、生
徒
た
ち
自
身
が
楽
し
み
、積
極

性
が
生
ま
れ
て
い
く
変
化
の
過
程
を
目
の
当

た
り
に
し
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

和歌山市の活性化のために、高校生
視点での政策案を策定する。
＜流れ＞
5月：市役所から課題ガイダンス
6月：グループワークで案出し
7月：提案を企画書にまとめる
8月：フィールドワーク
10月：ポスターセッション
1月：代表者が市へのプレゼン

８月には地域の方々の生の声を聞くフ
ィールドワークを商店街などで実施。

ワークショップには市役所の担当者も
参加。グループワークに助言すること
も。

●グループワークを通じて自己を知り、自分
づくりの土台を築く。

●将来の社会との関わり方を考え、主体的
な進路選択ができるようになる。

●社会に通用する力をつける。

1884年創立／医進コース・特進コース・学際コース／生徒数804人（女子）／進路状況（2013年度実績）大学74%・短大11%・専門学校11%・就職1%・その他3%学校データ▶

case 6

【授業に対する生徒の感想】

和歌山市役所

自分たちが行って
みたい調査対象

１年生学年主任 大村先生

市役所の取り組みをネットで
知り、担当に直接連絡。キャリ
ア教育の一環として生徒から
提案をしたい主旨を依頼

依頼を快諾。
生徒への課題
を持ち込む

生徒たち

※キャリア教育の授業設計は、学年主任が担当

直接アプローチ
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活
性
化
の
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

生
徒
が
企
画
、演
じ
る
こ
と
で

地
域
と
高
校
に
相
乗
効
果
を
も
た
ら
す

御み
つ
ぎ調
高
校
（
広
島
・
県
立
）

　

御
調
高
校
が
あ
る
御み

調つ
ぎ
町
は
、24
時
間
誰

で
も
介
護
・
医
療
・
看
護
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
福
祉
先
進
町
で
あ
り
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が

盛
ん
で
、町
民
当
た
り
の
公
認
審
判
員
数
が
日

本
一
と
い
う
町
だ
。
し
か
し
、高
齢
化
・
過
疎
化

が
進
み
、優
秀
な
生
徒
は
県
外
の
大
学
に
進
学

し
て
地
元
に
は
戻
ら
な
い
と
い
う
課
題
に
対
す

る
地
域
の
人
々
の
危
機
感
は
薄
い
と
い
う
。

　

倉
田
雄
司
先
生
は
2
年
前
に
校
長
と
し
て

同
校
に
赴
任
し
た
際
、過
疎
地
域
の
公
立
高

校
で
あ
れ
ば
地
域
の
活
性
化
は
当
然
取
り
組

む
べ
き
テ
ー
マ
と
認
識
し
、２
学
年
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間「
ま
な
び
の
と
び
ら
」（
左
図
）

の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

 

「
ま
な
び
の
と
び
ら
」で
は
、チ
ー
ム
で
課
題
を

設
定
し
、解
決
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

昨
年
度
、生
徒
た
ち
が
御
調
の
魅
力
を
調
査
・

分
析
・
整
理
し
た
５
チ
ー
ム
は
前
述
の「
医
療
・

福
祉
」「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」の
ほ
か「
自
然
」「
文

化
・
伝
統
」「
食
物
」の
５
つ
。「
御
調
の
５
宝
」

と
の
コ
ン
セ
プ
ト
も
昨
年
度
の
２
年
生
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
だ
。

 

「
ま
な
び
の
と
び
ら
」の
中
核
と
し
て
存
在
し

て
い
る
の
が
、生
徒
の
発
案
で
生
ま
れ
た「
ミ
ツ

ギ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」と
い
う
ヒ
ー
ロ
ー
だ
。強
く
勢
い

の
あ
る
、町
の
活
性
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、地

元
で
は
老
若
男
女
に
愛

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
福

祉
チ
ー
ム
で
は
、お
年
寄

り
が
負
担
な
く
身
体
を

動
か
せ
る
体
操
を
考
え
、

レ
ン
ジ
ャ
ー
が
福
祉
施
設

で
一
緒
に
体
操
を
す
る

な
ど
す
べ
て
の
チ
ー
ム
の

活
動
に
登
場
し
て
い
る
。

生
徒
た
ち
も
「
人
と
話

す
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
け

地
域
が
課
題
に
気
づ
く
前
に

高
校
生
が
活
性
化
を
牽
引

地域課題

地域との連携方法生徒たちの変化

地域の人と関わる活動により
郷土愛だけでなく、大人と
交流する能力も高まる

●「福祉の充実など、地元について知
らないことがたくさんあると気づき、
調べたことを他の人に伝えていける
のもうれしい」

●「ミツギレンジャーグッズが売れると、
町と学校の双方にメリットが生まれ
て誇らしいです」

成功体験が少なかった生徒たちに、郷
土愛や、社会に役立っているという自
覚、自己肯定感が醸成されている。

取組内容

人口減少、
優秀な生徒の流出

まなびのとびら（総合的な学習）

【キャリア教育としてのねらい】

れ
ど
、ミ
ツ
ギ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
通
し
て
知
ら
な
い

人
に
も
積
極
的
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と

自
分
の
成
長
を
実
感
し
て
い
る
。

　

町
の
中
心
に
あ
る「
道
の
駅
・
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

み
つ
ぎ
」に
は
、地
域
の
特
産
物
だ
け
で
な
く

情
報
も
集
ま
る
。
活
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、

生
徒
た
ち
は
道
の
駅
で
情
報
収
集
を
始
め
た
。

同
校
の
学
校
評
議
員
で
も
あ
る
駅
長
の
上
原

氏
は
、地
域
の
基
本
情
報
の
提
供
の
み
な
ら
ず
、

食
物
チ
ー
ム
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
菓
子
を
開
発

し
た
い
と
言
え
ば
、提
携
し
て
く
れ
そ
う
な
地

元
の
店
や
企
業
の
紹
介
も
し
て
く
れ
る
。
道
の

駅
で
毎
月
開
催
さ
れ
る
「
あ
り
が
と
う
デ
ー
」

に
は
、持
ち
回
り
で
１
チ
ー
ム
ず
つ
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
参
加
す
る
な
ど
、生
徒
の
活
動
発

表
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

倉
田
先
生
の
方
針
は
、生
徒
の
発
想
を
つ
ぶ

さ
せ
な
い
こ
と
だ
。「
体
験
と
思
考
の
両
方
が

必
須
で
、発
想
し
た
ら
ま
ず
行
動
に
移
し
、振

り
返
り
を
す
る
こ
と
の
繰
り
返
し
で
生
徒
は

成
長
す
る
」、そ
う
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
力
を
つ
け
て
地
域
に
貢
献
す
る
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
の
だ
と
い
う
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
も
取
り
組
む
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の

同
校
で
は
、今
年
か
ら
全
教
員
が
1
回
は
ま
ち

２学年の総合的な学習の時間。「御
調の５宝（医療・福祉、ソフトボール、
自然、文化・伝統、食物）」でチームを
分け、チームごとに課題を設定し、地
域の方 と々連携しながら、地域に貢献
できる内容のボランティア活動や商
品開発、イベントなどを行っている。

さまざまなイベントに引っ張りだことなってい
るミツギレンジャー。

道の駅の上野駅長は、地域の情報提供の
みならず、協力者の紹介もしてくれる。

●自ら課題を発見し、課題解決に向けた行
動計画を立て、実践する生徒の育成。

1922年創立／文理コース・情報・サービスコース・福祉コース／生徒数175人（男子98人・女子77人）／進路状況（2013年度実績）大学42%・短大7%・専門学校18%・
公共職業能力開発施設等4％・就職25%・その他4%

学校データ▶

case 7

【授業に対する生徒の感想】

生徒たち

協力先の企業、
店舗、個人、施設、

団体など

道の駅・クロスロードみつぎ
駅長 上原氏

イ
ベ
ン
ト
の
コ
ラ
ボ
、

地
域
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
、

協
力
先
の
情
報
提
供
依
頼

協
力
先
の
紹
介
な
ど

グループごとに
さまざまな形で連携

協力

※御調高校評議員

づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。
ミ
ツ
ギ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
認
知
度
が
高
ま

り
、ミ
ツ
ギ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
焼
き
印
を
押
し
た
お

菓
子
は
す
ぐ
に
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の
人
気
。商

工
会
か
ら
祭
の
企
画
を
依
頼
さ
れ
る
な
ど
、高

校
が
地
元
の
人
々
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
と
な
っ

て
き
た
。
町
の
活
性
化
と
生
徒
の
成
長
の
相

乗
効
果
に
よ
り
、知
名
度
が
上
が
り
、町
外
か

ら
の
入
学
希
望
者
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。
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